












要旨:ことばの遅れを主訴として小児科の外来を訪れる小児は比較的多い。遅れの程度に

は大きなばらつきがあり,その対応を一律に決めることはできない。とくに,障害の程度が

軽い例では,経過観察が主となり,保護者の不安が強い。今回,言語発達遅滞児のスクリー

ニングテストを開発し,その有効性について検討した。

われわれの地域では数年前より,発達障害児に関わる関係機関が勉強会を組織し活動して

いる。また,比較的軽度の発達の遅れをもった子どもたちの母親が自主的に集まりをもち,

会を運営している。

今後,言語発達遅滞をもつ子どもたちのケア・システムの中に,早期発見のシステムととも

に,保護者たちの会を位置づけることが必要ではないかと考えた。


